



































































































































































































































































図10 「て形」節内部　会話図９　「て形」節内部　小説 図11 「て形」節内部　新聞
表３　「て形」節の中での使われ方
新聞会話小説
76142276継起
2513165付帯状況・手段
131012状況
151919原因理由
９４５時
1522１前置き
１３４並列
１８４その他
５０２接続詞
２０５副詞的なもの
162221493計
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（22）そいでうちに相談があって，で，うちはまー，ある程度できる範囲のことはしま
しょうー，と．
会話では「～して」で文を終わらせる形式の表現がよく見られた．仁田（1995）が継起を時間
的継起と起因的継起に二分し，両者の間は連続的であるとしたように，会話の「て形」の原因理
由は文脈に支えられて原因理由と解釈でき，その結果に当たるものは数行はなれたところに出現
するか，あるいは言葉では表現されない例も見られた．例えば（21）は以下のような文脈での発
話である．
Ａ：これはねー，こうゆう昼間の会議室で使ってる分にはおそらく気にならないんだけ
どー，家庭で，たとえば寝るときにねー，こうゆうライトってゆうのもあるんで
す．
Ｂ：うん，うん．
Ａ：でも，やっぱりモーター音が耳についてね．
会話では付帯状況の割合があまり高くないという結果も出ている．それは，
（23）クリスマス絵皿がついて，生クリームで，11月１日から11月末までの予約販売を
します．
（24）なんかこんなになって買い込んじゃって，あ，主婦になったみたいって，いやん
なっちゃう．
のような，いわゆる付帯状況の例が意外と少なく，
（25）～するんだっていうような考え方をする人もいて，それはいいかもしれない．
（26）計画グループでもいっしょに加わって，パトロールをおこなってます，とゆうよ
うなことを言って…
など，表３の数字に見られるように，前提的な，「状況」と分類したほうがいい例が多かったこ
とによる．
新聞は節の中での用法が３種のテキストの中では最も少ない文章の形式であるが，節の内部で
は，継起，付帯状況だけでなく，原因理由，時，前置きなどの用法もある程度見られた．
ここでは新聞の前置きの用法を見てみよう．
（27）候補地が具体化したのを機に，原点に返って「なぜ移転が必要か」を問い直さな
ければならない．
（28）ガルーダ機事故についても，機長に限定して刑事責任を追及することになった．
他には「総合的な見地に立って」「～の意見も参考にして」「～の側に立って」「原則として」
などであった．会話の前置きが自分の述べようとすることについて多少情報を出し，相手に聞く
準備をさせようとする前置きであるのに対し，新聞の前置きでは，一定の見方や考え方の方向を
示すものが見られた．
後置詞は「に対して」「にとって」「として」などそれぞれの意味で役割を果たしているが，中
には前置きの機能も持っているものもある．
（29）委員らの役割は，…専門家として，ごみ処分場の建設で，干潟の豊かな自然環境
…が取り返しがつかない状態にならないか，科学的に判断することだ．（新聞）
（29）は「専門家として」を省いても「委員らの役割は…判断することだ」と，文として成立
する．このような後置詞を前置きとしても数えてみる．
後置詞の中の前置きを上の節の中に含めてグラフを再度作ってみよう．
小説はほとんど変化しないが，会話，新聞では前置きの占める割合がかなり高くなる．特に新
聞では継起の用法とあまり変わらないほど，前置きが多くなる．後置詞の前置きを見てみよう．
（30）平和条約交渉で焦点となる北方領土問題について日本政府は，今春の日ロ首脳会
談など今後予定されている協議で…（新聞）
（31）室内でも高濃度汚染が確認されるなど，条件によっては，発生源の除去や定期的
な換気などが必要なことを示している．
従来の初級教科書では「て形」は継起･付帯状況･原因の用法を教えているが４），中･上級にな
って気配りのある会話をしたり新聞などの文章を読んだりするようになったときには前置きの用
法を身につける必要があるであろう．会話は話の内容を予告し，相手に配慮する前置き，新聞は
論についての捉え方を述べる前置き，どちらも例を上げ，使えるように指導していきたいもので
ある．
並列については，どのテキストも非常に用例が少なく，「て形」では並列は重要でない用法で
あると言えるようである．
６　「て形」のそれぞれの用法について
前節ではテキストごとに「て形」がどのように使われているかを見てみた．今度はそれぞれの
用法について基本的な性質をまとめておこう．
継起はこれまで仁田（1995），松田（1985）など多くの研究者が指摘してきたように，基本的
には同一主体の意志動詞による行為の連続で用いられる．しかし，10％以下だが前項に無意志
動詞を使う場合もある．
（32）もうどうしていいかわからなくなって，子供のように泣き続けると，そのうちに
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図13節内部２会話図12節内部２小説（後置詞の前置き含む） 図14節内部２新聞
表４　「て形」の継起用法中の前項動詞
無意志動詞意志動詞総数
25251276小説
９133142会話
２7476新聞
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また眠くなって一寝入りしますのよ．（小説）
（33）代わりに，書斎では内田がいすを離れた音がして，やがて内田はずかずかと格子
戸をあけて出て行ってしまった．（小説）
（34）金額よりも若干，えー，経理数字が加わりまして，○円ほど加わりまして，△円．
（会話）
（35）90年には一時冷却系に空気が入ってナトリウムの純度が下がるトラブルで運転が
中止された．（新聞）
意志動詞以外では（32）のように変化を表す表現，（33）のように感情感覚の表現は前項に使
えるようである．「急にはずんだ調子になって」「輪郭が輝き出して」「どすんと横隔膜につきあ
たるような心地がして」などの例がみられた．また，仁田（1995）で触れられているが二つの無
意志的な事柄も可能である．後項は（34）（35）のように二つの事柄の連続を表現する場合以外
は意志的な動作動詞が使われる．
学習者の作る以下のような文は「て形」の継起の用法の，基本的には前項後項共に動作性の意
志動詞という制限に違反しているものである．
（36）×それで，いろいろなところ遊びして，…その中ひとつことは感動しました．
（37）×今年からこの大学の一員にとして勉学にはげむつもりで，特に日本語に確実的
に力を入れたいです．
次に，「てから」について触れておこう．初級では「てから」について，「顔を洗ってからご飯
を食べます」のように動作動詞の「て形」の文の中に入れて教えることが多い５）．しかし，実際
の継起の文を集めてみると，
（38）父や母が死んでしまってから，…親類たちから余計な世話を焼かれたり（小説）
（39）そんな事があってから５年すぎた今日…（小説）
（40）きのうの風が凪いでから，気温は急に夏らしい蒸し暑さに返って…（小説）
のように，「てから」は無意志動詞，状態動詞の前項について，事柄を原因理由や付帯状況でな
く，継起であると明示する役割を果たしている．事実，（38）から「から」をとると，
（38）b父や母が死んでしまって，親類に余計な世話を焼かれた．
のように，「て」は原因の意味になる．「てから」については，中級などの語彙が増えた段階で使
い方を整理すると，学習者にとって有益であろう．
次に付帯状況をみてみよう．小説では
（41）物事にふけりやすい葉子は身も魂も打ち込んでその仕事に夢中になった．
（42）貞世は朝からふきげんになってだれのいう事も耳に入れずに，自分の帰るのばか
りを待ちこがれていたに違いない．
（43）あっけに取られて，黙ったまま引き下がって見ているんですから
仁田（1995）の言うように「し手容態」，「心的状態」「し手動作」などの例が見られた．
（41）（43）では前項に動作動詞が使われている．継起との違いは，仁田（1995）は，結果の状
態を表現できる結果動詞は付帯状況となり，そうでない動詞は継起と読まれると述べている．そ
れは継起と付帯状況との違いを見分ける一つの見方である．しかし，例えば以下のような結果動
詞でない付帯状況の例も珍しくなく見られた．
（44）泣きたい時でも笑って通していると，こんな…気まぐれ者になるんです．
（45）たよりなげな表情を見せるのを忘れないで，言葉少なにそれらの人に挨拶した．
一方新聞では
（46）健康への影響を調べるほか，建設省と協力して対策に乗り出す方針だ．
（47）NTTが IDCと手を組んで国際通信の進出を加速させることによって，NTTの寡占
化をいっそう進めるのではないか．
（48）国と県が対立して時間を浪費している余裕はない．
主節の事柄の進み方とでもいうような付帯状況の文が見られた．これらの前項の動詞は結果動詞
とはいえないものもかなりある．形の上から継起と付帯状況を分けることは難しく，結局は文脈，
意味の上から判断するしかないであろう．
（49）一見自立して日常生活を送れそうに見えるのに，
（50）独立して生活するのは危険で，
や「一括して解決金を支払う」のように，副詞にかなり近い例も見られた．付帯状況と一口に言
うが，テキストによってそれなりに語彙教育は必要である．
前項が状態性のものになると，さらに付帯状況から遠くなり，前置きに近い，本稿で「状況」
とした一群の文になる．
（51）１ヶ月６００点あって，それをどうしますかってゆうんだったらそれは違うよー．
（会話）
（52）日本にも潜んでいて，ひとに感染している疑いが濃い．（新聞）
初級では「めがねをかけて本を読む」などの比較的一般的な表現で教え，その後は学んだもの
とされていろいろなものを読んでいくことになるが，結果動詞でない付帯状況，「状況」に近い
ような用法は意識してしっかり学ぶ必要があるであろう．
なお，補助動詞つきの「て」については，多少調査をしたが，稿を改めて書くことにする．
７　まとめ
・形の上から言うと，どのテキストにおいても最も多いのは補助動詞つきの「て形」だが，その
ほかでは，節の用法と補助動詞つきが半々の割合の小説，3/4ほどが補助動詞つきで残りの多く
の部分を節の形が占める会話，後置詞が多い新聞と，テキストによって「て形」の使われ方の分
布はかなり異なっていた．
・節の中での用法では，継起がどのテキストにおいても多いが，そのほかでは，会話で前置き，
新聞では付帯状況・状況・原因理由・前置きなどの用法が見られた．
・前置き，付帯状況などについては，テキストによって使われ方や語彙が異なる．重要性を認識
して，中級に入ってから，きちんと使えるよう指導した方がいいであろう．
注
1） それぞれの例文を記す．
・田川博子は夫人の言葉を聞くと，もっともというふうにニ，三度こっくりうなずいた．（女）（事柄
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の継起）
・高裁の法廷に裁判長の声が響くと，傍聴席を埋めていた約30人のお年寄りらは次々と席を立った．
（新聞）（きっかけ）
・白いガーゼを取ると，のどを真横にかき切ったような傷跡と一円ほどの大きさの赤く暗い穴が開い
ている．（新聞）（発見）
・仮病を使って宿屋に引きこもったのも，実をいうと，船商売をする人には珍しい厳格なこの永田に
会う面倒を避けるためであった．（女）（前置き）
2）「てもいい」「てはいけない」「～てはどうか」などの条件表現としての「ても」「ては」は条件表現
のところで扱うことにするため，今回は対象外とした．しかし，「て」に「も」がついたもの，例え
ば「お客さんの反応としてはー，○○よりも△のほうが重視されるようです」のようなものは採用
した．
3） 実際には小説では3833例，会話では2253例，新聞では1925例が得られた．しかし，今回の調査は
1000例を対象にしたので，例を全部は見ておらず，これらの中にはまだ多少「分からないんで，聞
いてみました」のような他の用法が混ざっている可能性があるので概数で示した．
4） たとえば，『みんなの日本語』では，継起が16課，付帯状況が34課，原因理由が39課で提出され
ている．
5） たとえば，『みんなの日本語』初級１では16課で「てから」を扱っているが，以下のような文型練
習を提出している．
例：電話をかけます・友達のうちへ行きます
→電話をかけてから，友達のうちへ行きます．
1） 銀行でお金を出します・買い物に行きます→
2） 仕事が終わります・飲みに行きませんか→
3） お金を入れます・ボタンを押してください→
4） 日本へ来ました・日本語の勉強を始めました→
16課では提出されている動詞が少ないので，動きのある，いわゆる動詞的な動詞を使うことにな
るのだろうが，その後も変化や状態と共に「てから」を使うという指導は明確になされていないよ
うである．
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